
波佐文化協会の歩み（PDF版）

③

3. ふるさと起こし事業の推進

・偉人顕彰（能海寛・島村抱月）活動

・研究・顕彰・フォーラム

4. 住民の自己教育力の育成
・第2次「なわて塾」

・島村抱月文学散歩コースの策定



ふるさと起こし事業の推進

①郷土の偉人の顕彰運動の推進

（能海寛＆島村抱月の研究顕彰・出版活動）

② 「郷土の傑人顕彰板」の建立

③ 「田ばやし」の復活

④能海寛顕彰碑建立のため顕彰会設立を発起

⑤ 「新波佐八景」の制定

⑥特集「ふるさと再発見」の企画

⑦常磐山のカシ林の整備

⑧参加創造型の観光学習のあり方を研究



「郷土の偉人」の顕彰運動



郷土の傑人顕彰板の建立



郷土の傑人顕彰板（能海寛・島村抱月）Ｓ５１．１１．２８建立



「田ばやし」の復活









研究・顕彰・フォーラム

能海寛顕彰会役員一同（１９８１．６．６竣工除幕）











住民の自己教育力の育成
①ふるさとカルチャー「なわて塾」の開設（２年間）。
② 第二次「なわて塾」の開設（６年間）。
③ 観光パンフの発行（Ｂ５版判１６Ｐ、カラー写真８５点、
５０００部印刷）。

④金城町カルチャークラブの結成を呼びかけ「金城町
総合美術展」を８年間開催する。

⑤ 「常磐のカシ林遊歩道」の整備事業推進。
⑥ 「島村抱月文学散歩コース」の策定。文化協会の企
画提案により、金城町で案内看板を１２箇所設置。

⑦ カシ林で自然観察会を開催。
⑧知的国際交流の推進（中国寧夏回族自治区銀川
市）











島村抱月の胸像と略年譜



観光パンフの発行

Ｂ５判カラー版１６Ｐ ５０００部印刷



第二次「なわて塾」 平成3年10月～6年3月



第3次「なわて塾」

















みんなで守る郷土の自然

「常磐のカシ林」

・平成4年より管理団体となり
草刈り清掃作業実施

・カシ林遊歩道の（敷石）整備
・案内看板類の整備
・「自然観察会」の開催
・「常磐のカシ林」パンフの作成
・カシ林遊歩道などの維持管理







自然観察会の模様



樹齢千年の「常磐の大杉」



ホウノキ ヤマフジ ヤブツバキ



ウラジオガシ 散策遊歩道 ヤブツバキ



八卦占いのできる「手水鉢」



常磐のパワースポット



ＥＮＤ

波佐文化協会 ２０15．１２．２０作製

石峰＆抱月のふるさと金城町

「地域まるごと博物館」
http://www.hazaway.com


